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第５０２回（定例）福崎町議会会議録

令和４年３月４日（金）

午前９時３０分 開 会

○令和４年３月４日、第５０２回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。

○出席議員 １４名

１番 三 輪 一 朝 ８番 宇 﨑 壽 幸

２番 石 川 治 ９番 植 岡 茂 和

３番 大 塚 記美代 １０番 前 川 裕 量

５番 河 嶋 重一郎 １２番 小 林 博

６番 牛 尾 雅 一 １３番 竹 本 繁 夫

７番 冨 田 昭 市 １４番 城 谷 英 之

○欠席議員（な し）

○事務局より出席した職員

事 務 局 長 岩 木 秀 人 主 査 塩 見 浩 幸

○説明のため出席した職員

町 長 尾 﨑 吉 晴 副 町 長 近 藤 博 之

教 育 長 髙 橋 渉 公 営 企 業 管 理 者 福 永 聡

技 監 野 邊 正 彦 会 計 管 理 者 小 幡 伸 一

総 務 課 長 尾 﨑 俊 也 企 画 財 政 課 長 吉 田 利 彦

税 務 課 長 三 木 雅 人 地 域 振 興 課 長 成 田 邦 造

住 民 生 活 課 長 大 塚 久 典 健 康 福 祉 課 長 谷 岡 周 和

農 林 振 興 課 長 松 岡 伸 泰 ま ち づ く り 課 長 山 下 勝 功

上 下 水 道 課 長 橋 本 繁 樹 学 校 教 育 課 長 大 塚 謙 一

社 会 教 育 課 長 松 田 清 彦

○議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸報告

第 ４ 議案第 ２号 人権擁護委員の推薦について

第 ５ 議案第 ３号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について

第 ６ 議案第 ４号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福

崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について

第 ７ 議案第 ５号 福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

について

第 ８ 議案第 ６号 福崎町課設置条例の一部を改正する条例について

第 ９ 議案第 ７号 福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

第１０ 議案第 ８号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に
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ついて

第１１ 議案第 ９号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について

第１２ 議案第１０号 福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

について

第１３ 議案第１１号 令和３年度福崎町一般会計補正予算（第８号）について

第１４ 議案第１２号 令和３年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について

第１５ 議案第１３号 令和３年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）について

第１６ 議案第１４号 令和３年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について

第１７ 議案第１５号 令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て

第１８ 議案第１６号 令和４年度福崎町一般会計予算について

第１９ 議案第１７号 令和４年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

第２０ 議案第１８号 令和４年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

第２１ 議案第１９号 令和４年度福崎町介護保険事業特別会計予算について

第２２ 議案第２０号 令和４年度福崎町水道事業会計予算について

第２３ 議案第２１号 令和４年度福崎町工業用水道事業会計予算について

第２４ 議案第２２号 令和４年度福崎町下水道事業会計予算について

第２５ 議案第２３号 福崎町道路線の廃止について

○本日の会議に付した事件

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸報告

第 ４ 議案第 ２号 人権擁護委員の推薦について

第 ５ 議案第 ３号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について

第 ６ 議案第 ４号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福

崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について

第 ７ 議案第 ５号 福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

について

第 ８ 議案第 ６号 福崎町課設置条例の一部を改正する条例について

第 ９ 議案第 ７号 福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

第１０ 議案第 ８号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に

ついて

第１１ 議案第 ９号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について

第１２ 議案第１０号 福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

について

第１３ 議案第１１号 令和３年度福崎町一般会計補正予算（第８号）について

第１４ 議案第１２号 令和３年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について

第１５ 議案第１３号 令和３年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）について



－3－

第１６ 議案第１４号 令和３年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について

第１７ 議案第１５号 令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て

第１８ 議案第１６号 令和４年度福崎町一般会計予算について

第１９ 議案第１７号 令和４年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

第２０ 議案第１８号 令和４年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

第２１ 議案第１９号 令和４年度福崎町介護保険事業特別会計予算について

第２２ 議案第２０号 令和４年度福崎町水道事業会計予算について

第２３ 議案第２１号 令和４年度福崎町工業用水道事業会計予算について

第２４ 議案第２２号 令和４年度福崎町下水道事業会計予算について

第２５ 議案第２３号 福崎町道路線の廃止について

開会及び開議

議 長 皆さん、おはようございます。

第５０２回福崎町議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げま

す。

まだまだ朝夕、寒い日が続いておりますが、日ごとに春の兆しが感じられる季

節になってまいりました。議員の皆様におかれましては、ご健勝にてご参集を

賜り、誠にありがとうございます。

新型コロナウイルス感染症につきまして、引き続き感染防止対策を行う中での

本定例会開催となります。会議中、発言時を含め、マスクの着用をお願いいた

します。なお、演壇、質問席等及び議長席については、マウスシールド等の着

用を可といたします。換気のため、傍聴席入り口のドアを開けて進めさせてい

ただきます。手指消毒液を議場ロビーに配置しておりますので、ご利用くださ

い。議場に入場される方の検温を実施しておりますので、ご協力をよろしくお

願いいたします。感染症の予防及び拡大防止に配慮して運営してまいりたいと

思いますので、議員、理事者及び傍聴者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお

願いいたします。

さて、本定例会に提出されております案件は、議案第２号から議案第２３号ま

での議案２２件であります。令和４年度予算をはじめ、いずれも重要な案件で

ありますので、慎重にご審議をいただき、また、議事の円滑なる運営につきま

しても格別のご協力をお願いいたしまして、本定例会の開会の挨拶といたしま

す。

ただいまの出席議員数は１４名でございます。定足数に達しております。よっ

て、第５０２回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。

また、総務課及び事務局から撮影の申出が出ておりますので、撮影を許可いた

します。

ただいまから、第５０２回福崎町議会定例会を開会いたします。

これより本日の日程に入ります。

本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名
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議 長 日程第１は会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名いたし

ます。

７番、冨田昭市議員

１２番、小林 博議員

以上の両議員にお願いいたします。

日程第２ 会期の決定

議 長 日程第２は、会期の決定であります。

会期の決定の件を議題といたします。

去る２月２５日に議会運営委員会を開いて検討をお願いしましたところ、既に

皆さんのお手元に配付しております日程表案のとおり、本日から３月２８日まで

の２５日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から３月２８日までの２５日間といたします。

日程第３ 諸報告

議 長 日程第３は、諸報告であります。

２月１日の第５０１回福崎町議会臨時会閉会後、本日までの議会活動について、

事務局に報告をさせます。

事 務 局 議会活動報告をいたします。

報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。

２月１０日、第１委員会室において、ＩＣＴ推進ＷＥＢセミナーを開催し、全

議員が出席しました。

２月１４日、県民会館において、兵庫県町議会議員公務災害補償組合議会及び

兵庫県町議会議長会臨時総会が開催され、議長が出席いたしました。

３月３日、文化センターにおいて、老人大学神崎・福寿学園閉講式が開催され、

議長が出席し、祝辞を述べてまいりました。

そのほかの議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。

以上です。

議 長 以上で、議会活動報告を終わります。

また、例月出納検査の報告書及び陳情書が議長宛てに提出されており、その写

しを配付しております。

次は、議案の上程及び議案説明であります。これより、議案第２号、人権擁護

委員の推薦についてから、議案第２３号、福崎町道路線の廃止についてまでの２

２件を議題といたします。

これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めてまいります。

町 長 皆様おはようございます。第５０２回福崎町議会定例会を招集しましたところ、

全員のご出席を賜り、誠にありがとうございます。

令和４年３月議会の開会に当たり、ご挨拶申し上げます。

今年に入り、厳しい寒さの日が続きましたが、２月も下旬になりますと日差し

に暖かさが感じられるようになってきました。これから、三寒四温を繰り返しな

がら桜の季節が訪れることを楽しみにしています。
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２月２４日にロシアがウクライナに軍事侵攻しました。第２次世界大戦後も局

地的な戦争は起こってはいましたが、これほど世界各国から非難される侵略はな

かったのではないでしょうか。ウクライナがロシアを攻撃することなどは全く考

えられません。欧米寄りの政権ができたからといって、他国に侵攻し、主権を侵

害してロシアの言うことを聞く政権をつくる、このような行為が許されるはずは

ありません。我が国においても毅然とした対応を取ってほしいと思います。そし

て、早くロシアがウクライナから撤退する環境が整えられ、外交による解決が図

られることを願っております。

新型コロナウイルスが国内で最初に確認されてから３年目になります。今年に

入ってからオミクロン株による感染が急拡大していましたが、ここに来てようや

くピークアウトの兆しを見せています。しかしながら、病床はなお逼迫しており、

まだまだ予断を許さない状況が続いています。

そのような状況の中で、本町でも３回目のワクチン接種を進めています。医療

従事者、高齢者施設等の入所者及び従事者は優先接種を実施しました。６５歳以

上の高齢者への接種は、２月中におおむね完了しました。６４歳以下の方へは、

全ての対象者に接種券を発送済みで、２月下旬から接種を始めています。６４歳

以下の方についても２回接種後６か月空けての前倒し接種が認められましたので、

本町もその体制を整えていきます。また、５歳から１１歳の子どもたちへの接種

は明日から実施をします。

ワクチンを接種したからといって完全に感染を防げるものではありませんが、

重症化を軽減できることは間違いありません。令和４年度の重点事業としてワク

チン接種をしっかりと進めると同時に、定期的な室内換気、適切なマスクの着用、

小まめな手洗いや手指消毒、三密を避けることなど、日常生活での基本的な感染

対策の重要性についても周知に努めてまいります。

さて、年末の新聞に気になる記事がありました。日本は３０年間、国内総生産

ＧＤＰも１人当たりの年収も伸びていない。それは、生産性が上がっていないか

らだ。人類が見つけたすばらしいテクノロジーを、欧米や中国は開発と同時にい

とも簡単に取り込んでしまうが、日本は全然取り込めていない。生産と物流、販

売が全然つながっていない。ＡＩでつなげば最適解を出せるのに、てんでばらば

らなことをやっている。一事が万事で、１人一律１０万円給付のような国策もス

ムーズに実施できない。裏返せば、遅れていた分を急速にキャッチアップするこ

とで日本はまだまだ成長できる。国も、地方自治体も企業もコロナ禍を契機にや

るべきことを全部やろうとする決意ができたというものであります。

日本はＧＤＰ世界第３位の経済大国でありますが、見方を変えますと、１人当

たりのＧＤＰでは、昔は世界第２位、今は世界で２４位、アジアにおいてもシン

ガポール、香港の後塵を拝し、近い将来韓国にも追い越されるといった予測が出

ています。ＧＤＰが上がらないから、民間の企業の給料が上がらない。公務員は

民間準拠だから同じく上がらない。こういった構図がずっと続いてきたわけであ

ります。

岸田首相は通常国会の施政方針演説でこう述べておられます。「経済再生の要

は『新しい資本主義』の実現だ。市場に依存し過ぎたことで、公平な分配が行わ

れずに格差や貧困が拡大した。市場に任せれば全てがうまくいくという、新自由

主義的な考えが生んだ様々な弊害を乗り越え、成長と分配の好循環をつくり、持

続可能な経済社会をつくっていきたい」ということです。その一丁目一番地は

「デジタル田園都市構想」であります。社会のデジタル化を進めて、生産性を上

げ日本を再び成長軌道に乗せることが求められていると思っています。
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もう一つ重要な課題は気候変動問題への対応であります。２０５０年カーボン

ニュートラルは世界の方針であります。本町においてもその視点は忘れないよう

に取り組んでいきたいと思っております。

福崎町もここに来て人口減少が顕著になってきました。国は、各市町に「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」の作成を求め、人口減少、少子・高齢化対策に

取り組んでいます。しかし、私はこの課題解決に特効薬はないと思っています。

一番大事なことは、町の魅力を高めて、福崎町に住んでみたい、住み続けたいと

思っていただけるまちづくりを進めることに尽きるということはこれまでも申し

上げてまいりました。その実現のため、まちの総合力を高める指針となる第６次

総合計画の策定に住民の参画と協働を得ながら、２年間をかけて取り組んでまい

ります。

本議会に提出する令和４年度予算は、総合計画の実現と総合戦略の取組を進め、

「活力にあふれ風格のある住みよいまち～住んで、学んで、働いて 未来につな

がる福崎～」を築いていくための予算となるよう編成しています。

一般会計予算の総額は８２億１，６００万円で、対前年度比４，７００万円、

率にして０.６％の減となりました.特別会計を合わせた総額は、対前年度比２１

億６，５１０万円、率にして１２.６％の減となる１４９億６，４９０万円とい

たしました。

各課が取り組む主な事業は次のとおりです。

総務課です。行政改革の一環としてのペーパーレス化を促進するため、文書の

電子決裁化を本格的に実施します。令和４年２月から、全庁で課長決裁文書を中

心に試験運用しており、試行錯誤しながらも全文書に広げていきます。

任期満了に伴う、参議院議員通常選挙が執行されます。そのほか、令和５年４

月に執行予定の兵庫県議会議員選挙、福崎町長選挙の執行準備を行います。いず

れも大切な選挙です。正確で公平・公正な執行を図ります。

職員のモチベーションを上げるため、人事評価に基づく給与等への反映をより

一層推進します。また、会計年度任用職員についても能力評価を実施し、次期更

新時にその評価を参考とします。

友好都市岩手県遠野市との交流事業では、遠野市の産業まつり及び福崎町秋ま

つりにおいて、それぞれの特産物の販売を行い、文化、教育、観光など絶えない

交流を継続し友好の絆を深めていきます。

企画財政課です。令和４年度の本町の予算編成に当たっては、国、県の施策の

動向を注視しつつ、福崎町総合戦略の取組の推進、行政改革実施計画及び公共施

設の老朽化対策を着実に実施するとともに、重点事業・新規事業を除く予算規模

の圧縮や歳出削減をしつつ、第５次総合計画の実現と、福崎町総合戦略の取組を

進めるとともに、創意と工夫で輝く町を実現することを基本としました。

健全な財政運営について、各種事業を進める一方で、中長期的な見通しを念頭

に置きながら、第６次行政改革実施計画に沿って改革に取り組みます。

税務課です。少子高齢社会となり生産年齢人口の減少が進み、今後貴重な自主

財源である町税の伸びを期待することは困難になってきています。まずは税目ご

との課税客体の的確な把握と課税が重要であり、引き続き公平・公正な取組に努

めます。

併せて国税徴収法・地方税法・町税条例並びに債権管理条例などの規定に基づ

き、適正な滞納整理、債権管理を行うことにより、徴収率の一層の向上を目指し

ます。

納税者の利便性向上を図るため、令和３年５月からコンビニエンスストアでの
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納付や、スマホアプリを使った決済を導入しており、想定以上の利用となってい

ます。令和５年度からの地方税統一ＱＲコード導入に向けて、さらに納税環境の

整備に取り組んでいきます。

地域振興課です。第４期目となる自立（律）のまちづくり交付金事業では、引

き続き参画と協働で進める地域の環境保全、防災、福祉活動など、自立に向けた

自治会活動を支援していきます。

ふるさと応援寄附金事業では、自主財源のさらなる確保に向けて、返礼品の拡

充やＰＲの充実に取り組みます。

また、移動販売事業「ふくふくまる」は、買物弱者対策として引き続き取り組

んでいきます。

地域経済・産業の発展の観点から西部工業団地周辺部での拡張の可能性を探る

ため調査検討業務を実施します。

観光振興では、両観光交流センターのにぎわいづくりに努めます。また、辻川

山公園のガジロウや妖怪ベンチを生かした観光ＰＲに努めます。

七種山登山道では、東コースで支障となる倒木の除去や景観伐採など美しい登

山道への回復整備を進めます。

住民生活課です。マイナンバーカードの取得促進を図るため、引き続き写真撮

影の無料サービスや休日受付窓口の開設を行うとともに、各種証明書のコンビニ

交付サービスの啓発を行います。

通学路の安全性の向上や防犯対策として防犯灯を設置するほか、「福崎町交通

安全対策基金」を活用し、凍結防止ミラーの設置や通学路にグリーンベルトを設

置するなど、児童生徒の通学路の安全確保に努めます。

ごみ処理事業では、神崎郡３町で取り組む次期ごみ処理施設建設に向け、令和

３年度に引き続き、生活環境影響調査、令和４年度からは、造成実施設計に取り

かかります。

くれさかクリーンセンターでは、ごみ焼却炉の使用が令和３年度末で終了する

ため、焼却炉停止後の事務組合のあり方などについて、姫路市と協議を進めてい

きます。

防災対策では、令和３年度に防災行政無線個別受信機を避難行動要支援者世帯

に整備しましたが、引き続き希望される世帯に整備を進めていきます。

健康福祉課です。民生委員・児童委員の任期が１１月末で満了するため、一斉

改選を実施します。

巡回バス事業では、土曜日の川西便の渋滞対策のため、土曜日ダイヤの設定を

行います。また、市川町連携便は、火曜日、木曜日の週２日から新たに月曜日及

び金曜日を追加し、週４日運行とします。

認知症、知的障がいその他の精神上の障がいがある人の権利擁護等を図るため、

今後利用者の増加が見込まれる成年後見制度について、神崎郡成年後見・法福連

携推進協議会や成年後見相談会の活動を促進します。

福祉医療助成事業では、子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、こども医療

費助成の対象年齢を１８歳までに拡大し、所得制限を設けずに入通院とも自己負

担の全額助成を行います。

母子保健事業では、乳幼児健診の記録や予防接種の管理をスマホやパソコンで

できるよう、母子手帳アプリを導入し、利便性の向上を図るとともに、妊娠・子

育てに関する情報を随時配信するなど、妊娠期から子育て期の切れ目のない支援

を行います。また、妊婦が歯科健診を受けやすい環境を整え、妊娠中及び産後の

健康づくりを支援するため、妊婦への歯科健診費用の助成を行います。
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成人保健事業では、がん患者の治療に伴う外見変化に対する心理的負担や経済

的負担を軽減するため、医療用ウイッグや補正具の購入補助を行います。

農林振興課です。農業委員会では、許認可業務のほか、農地利用最適化推進業

務を通じ、耕作放棄地対策や担い手への農地の利用集積を進めます。各自治会に

おいて、５年後、１０年後の地域の農業がどうあるべきか、地域の皆様で考え取

り組んでいただく「人・農地プラン」の策定をさらに推進します。

福崎町特産のもち麦については、もち麦産地振興協議会が大学との連携などを

通して、もち麦の健康機能性を生かしたブランド戦略やビールなど新商品の販売

戦略を進めます。

農地基盤整備では、工事中の高岡福田ほ場整備事業に加え、山崎地区ほ場整備

事業についても、さらなる推進を図ります。

ため池整備事業では、引き続き三谷池の耐震補強工事を進めます。また、直谷

池・板坂奥池・大門大年谷池について、順次防災減災事業に取り組みます。

まちづくり課です。道路整備では、各自治会内の道路の改修や通行に支障を来

す危険箇所の解消に向けて整備を進めていきます。国の交付金事業を活用し、令

和３年度に測量設計に着手した町道福崎駅田原線の延伸工事、並びに町道千束新

町線改良工事を推進します。また、西治長野線などの舗装修繕を行います。道路

照明のＬＥＤ化、信号交差点への地名表示などにも計画的に取り組みます。

橋梁整備では、長寿命化修繕計画に基づき、４橋の補修設計、並びに４２橋の

定期点検を実施します。

河川整備では、県と協力しながら、市川、七種川の草刈りなど環境整備を行う

ほか、国の緊急浚渫推進事業を活用し、直谷川の堆積土砂の浚渫などを実施しま

す。

都市計画、まちづくり事業では、地域公共交通網形成計画に基づき、ふくひめ

号の充実等に取り組みます。市街化調整区域の活性化については、地域の実情に

合った特別指定区域となるよう、見直しを希望する自治会との協議を行うなど、

指定の変更に向けた準備を進めていきます。令和３年度に引き続き、ＪＲ西日本

が実施する福崎駅のバリアフリー事業に対し、補助を行います。

公園整備では、令和３年度、福崎浄化センター内の修景施設に子ども用の遊具

施設「ふわふわドーム」を設置しました。引き続き令和４年度は、「大型複合遊

具」を設置します。

空き家対策については、「空家等情報バンク」への登録をＰＲし空き家の利活

用を図ります。また、空家等対策審議会と協議しながら、特定空き家に対し指

導・助言・勧告等を行います。

上下水道課です。水道事業では、令和３年度に引き続き、西谷地区の老朽化し

た配水管の更新工事を行います。また、三宮配水池送水管の耐震化を図るため、

更新工事の詳細設計を行います。

下水道事業の汚水整備では、福崎工業団地の旧汚水管の閉塞工事を令和３年度

に引き続き行います。福崎浄化センターにおいて、ストックマネジメント計画に

基づき、膜カートリッジ更新工事を行います。また、老朽化した公共下水道マン

ホールポンプの通報装置及び農業集落排水処理施設の通報装置の改築工事を行い

ます。

雨水幹線整備事業では、川すそ雨水幹線及び直谷第２雨水幹線の工事を進めて

いきます。

学校教育課です。「福崎町学校施設等長寿命化計画」に基づく小学校トイレ改

修を進めます。福崎東中学校、福崎西中学校、田原小学校では改修工事を、高岡
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小学校、福崎小学校、八千種小学校では工事の実施設計を行います。また、令和

７年度以降に計画している田原小学校の長寿命化改修工事について概略設計を行

い、児童数の見込みなどを考慮しながら長寿命化改修工事について検討します。

文部科学省の「ＧＩＧＡスクール構想」で整備した校内のＷｉ－Ｆｉ環境と児

童生徒１人１台端末を使い、授業支援ソフトを有効に活用しながら新しい時代の

学校教育を推進します。

小中学校に不登校指導員、学習支援員、介助員、スクールカウンセラー、スク

ールサポートスタッフを引き続き配置するとともに、スクールソーシャルワーカ

ーによる福祉の視点でのサポートにより教育課題の解決に取り組みます。

幼児園と小学校、小学校と中学校の連携により、小１プロブレム、中１ギャッ

プへの対応の取組を続けるとともに、中学校英語教師による小学生への英語授業

に取り組みます。今の社会、特に国際人として英語は必須となっています。公立

幼児園では、国際理解教育と英語教育を推進するため配置しているＡＬＴが行う

英語活動を継続します。

友好都市遠野市へ福崎町内小学生が訪問し、「日本民俗学の父柳田國男」先生

を軸とした児童交流を引き続き実施します。

社会教育課です。社会教育課では、１１月に開催される「ひょうご女性未来会

議ｉｎふくさき」を共催し、男女共同参画社会の実現に向け取組を進めます。

第４３回山桃忌は、「日本人の家と承継―松岡家・柳田國男のルーツをさぐる

―」をテーマに講演会やシンポジウムを行うほか、福井県民俗芸能の披露により

『柳田國男生誕の地福崎町』を広く発信します。柳田國男・松岡家記念館では、

山桃忌のテーマに沿った柳田國男の祖父母を取り上げた特別展を開催します。

大庄屋三木家住宅では、老朽化対策として、県の補助を受け西土塀の補強工事

に取り組みます。

また、文化財保存活用地域計画の文化庁認定を進めるとともに、計画の共有と

周知を図り、歴史文化を確実に保存・継承するための取組を推進します。

エルデホールでは、昨年度に引き続き老朽化に伴う調光装置の更新と客席照明

のＬＥＤ化を推進し、地域の文化振興・芸術創造の機会提供を担う施設として、

自主公演の企画・運営に努めます。

野外活動センターでは、引き続き照明設備のＬＥＤ化に取り組み、安全・快適

な施設管理に努めます。

さて、今議会に提出した議案は２２件です。

議案第２号、人権擁護委員の推薦については、現委員の池田節代氏の任期が令

和４年６月３０日に満了するため、新たに川端久美子氏を推薦することについて

議会の同意を求めるものです。

議案第３号から議案第５号まで、議案第７号及び議案第８号は、いずれも上位

法令の改正などに伴い、福崎町一般職の職員の給与に関する条例、福崎町特別職

に属する常勤の職員の給与に関する条例、福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償

及び期末手当に関する条例、福崎町職員の育児休業等に関する条例、福崎町国民

健康保険税条例及び福崎町消防団員等公務災害補償条例をそれぞれ一部改正する

ことについて議会の議決を求めるものです。

議案第６号、福崎町課設置条例の一部を改正する条例は、健康福祉課の業務が

多岐にわたるため、同課を「福祉課」と「ほけん年金課」とに分割する改正をす

ることについて議会の議決を求めるものです。

議案第９号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例は、こども医療

費助成の対象を、１５歳到達の年度末としていたものを１８歳到達の年度末まで
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とする改正をすることについて議会の議決を求めるものです。

議案第１０号、福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例は、

東部工業団地造成（拡張）事業の終了に伴う条例の改正で、工業団地造成事業及

び工業団地整備室に係る規定を削るほか、福崎町公共下水道事業計画との整合性

を図るための所要の改正をすることについて議会の議決を求めるものです。

議案第１１号、令和３年度福崎町一般会計補正予算（第８号）についてから議

案第１５号、令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）についてまで

は、令和３年度の各会計の補正予算について議会の議決を求めるもので、一般会

計の歳出で主なものは、財政調整基金等積立事業や小中学校の施設長寿命化事業

（トイレ改修）の増などです。

議案第１６号、令和４年度福崎町一般会計予算についてから、議案第２２号、

令和４年度福崎町下水道事業会計予算についてまでは、令和４年度の当初予算に

ついて議会の議決を求めるもので、一般会計では、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ８２億１，６００万円としています。

主な事業については、予算に関する概要書に主要事業として、拡充、新設、行

革などを明示しながら一覧表としていますのでご覧ください。

議案第２３号、福崎町道路線の廃止については、道路法の規定に基づき、４級

８５０号線を廃止することについて、議会の議決を求めるものです。

以上、人事案件が１件、条例改正が８件、予算で補正予算、当初予算合わせて

１２件、その他１件の全２２件となっています。

詳細説明は、副町長、公営企業管理者及び担当課長が行いますので、ご審議賜

り、ご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げ、所信表明といたします。

議 長 ただいま町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。

これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知ください。

日程第 ４ 議案第２号 人権擁護委員の推薦について

議 長 日程第４、議案第２号、人権擁護委員の推薦についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

副 町 長 議案第２号、人権擁護委員の推薦について、ご説明申し上げます。

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱されますが、委嘱に当たっては町長が町議

会議員の選挙権を有する住民で、人格、識見高く、広く社会の実情に通じ、人

権擁護について理解のある者の中から町議会の意見を聞いて候補者を推薦しな

ければならないと規定されています。委員の任期は３年であります。

本議案は、現委員の池田節代氏が令和４年６月３０日をもって任期満了に伴い

勇退されますので、後任として川端久美子氏を推薦することについて議会の意

見を求めるものでございます。

川端氏の住所は福崎町高岡１１４８番地２、昭和３５年１１月１２日生まれの

６１歳です。川端氏の経歴等につきましては、議案第２号資料をご覧ください。

最終学歴、職歴は左側上段に記載のとおりであります。また、左側下段に委員

の任期一覧表、右側には人権擁護委員としての抱負をお示ししております。

川端氏は人格、識見とも高く、広く社会の実情に精通された立派な方で、人権

擁護委員として必ず使命を全うしていただけるものと確信し、推薦するもので

あります。

ご賛同賜りますようよろしくお願い申し上げまして、提案説明とさせていただ
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きます。

日程第 ５ 議案第３号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ６ 議案第４号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議

会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改

正する条例について

日程第 ７ 議案第５号 福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て

議 長 日程第５、議案第３号、福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてから、日程第７、議案第５号、福崎町職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例についてまでの３件を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

総 務 課 長 まず、議案第３号、福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の説明をさせていただきます。

議案第３号資料、１ページをご覧ください。

今回の給与条例の改正は大きく２点、ページ左側の管理職員特別勤務手当の新

設と、ページ右側、人事院勧告に基づく期末手当の支給月数の改定になります。

人事院勧告に基づく給与条例の改正は、いつもの年なら１２月定例会もしくは

１１月に臨時会を招集し、議決をお願いしているものですが、昨年１１月、国が

国家公務員に係る給与法の改正を見送ったことに合わせて、この改正条例の提案

も見送っておりました。その後、国は２月１日に改正法案を閣議決定、現在衆議

院において審議中で、これに合わせ本条例を提案するものです。

まず最初に、議案資料２ページをお開きください。

令和３年度の人事院による給与勧告の骨子を上げています。左側の中ほど、月

例給は公務と民間の４月分の給与を調査したところ、その差異は１９円、０．０

０％とごく小さかったことから、月例給の改定は行わないとしています。また、

ボーナスは、令和２年８月から令和３年７月までの直近１年間の民間の支給実績

と公務の年間の支給月数を比較したところ、公務の年間の支給月数が民間を０．

１３月上回るという結果が出たため、期末手当の年間支給割合を２．５５月分か

ら２．４０月分に、０．１５月分引き下げるとしています。

その方法は資料１ページにお戻りいただき、右側の表になります。

年間の引下げ分０．１５月を６月と１２月に０．０７５月ずつに振り分け、そ

れぞれ１．２００月分を支給します。本来ならこの引下げ相当額は１２月の期末

手当でも減額すべきでしたが、前述のとおり条例改正を見送ったことで引き下げ

られていませんので、支給月数を改めた後の６月の期末手当から、さらにこの１

２月に減額すべきであった額を控除して支給します。特別職議会議員、臨時職員、

会計年度任用職員、再任用職員とも同様の支給方法になります。

昨年、令和２年度の人事院勧告に伴う条例改正の提案説明では、コロナ禍の中

ではありながら意外と下げ幅が小さいのは影響がまだまだ限定的だったからであ

り、３年度の人事院勧告ではその影響が非常に大きく反映されてくるかもしれな

いというふうに述べておりましたが、まさにそのとおりになったという感があり

ます。

また、今回の改正では、人事院勧告に基づく給与改正のほか、管理職員特別勤

務手当の新設も併せて行います。
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資料１ページの左側をご覧ください。

災害等の緊急時、町の職員は警戒本部や対策本部を組織したり、実際に現場で

その対策を講じたりするため、長時間役場に詰めることがあります。特に管理職

員は、緊急の際には真っ先に駆けつけ、事態が一応の収束を見るまで、場合によ

っては数日間も拘束されることになります。万が一、大規模災害が起こったとき

には、さらに長期間の拘束を余儀なくされます。現行の制度の下では、これら勤

務に対しては何の手当も支給されず、ただ管理職としての責任に委ねるのみで、

本来の管理職手当の想定外の業務でありながら、当該管理職手当の範囲内として

黙認しているのが現状でした。そこで、国家公務員や県職員に対する制度として

古くからある管理職員特別勤務手当という新しい手当を導入し、こういったケー

スでの支給ができるようにするのがこの条例改正の目的です。

現在では、多くの市区町村でも、金額の大小はあるものの、おおむね同様の制

度を導入しています。福崎町では、週休日の勤務には、１時間を超え３時間以下

は３，０００円、３時間を超え６時間以下は６，０００円、６時間を超える場合

は９，０００円、週休日以外の日の午前０時から午前５時までの勤務には６，０

００円を支給します。

議案資料３ページ、４ページには新旧対照表をお示ししていますのでご参照く

ださい。

続きまして、議案第４号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条

例及び福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例についてです。

改正内容、支給の方法は議案第３号での説明と同様です。

議案第３号資料の１ページにお戻りください。

右側の表の特別職議会議員の行にあるように、年間の引下げ分０．１５月を６

月と１２月に０．０７５月ずつに振り分け、それぞれ２．１２５月分を支給しま

す。

議案第４号資料１ページには新旧対照表をお示ししていますのでご参照くださ

い。

続きまして、議案第５号、福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例についてです。

議案第５号資料１ページをご覧ください。

令和３年度の人事院勧告と併せて人事院が行った公務員人事管理に関する報告

及び国家公務員の育児休業に関する法律の改正についての意見の申出の中で、非

常勤職員の育児休業の取得要件の緩和や育児休業をしやすい勤務環境の整備に関

する措置等を任命権者に義務づけるなどの内容が盛り込まれ、これらの改正人事

院規則が令和４年４月１日に施行される予定で、これを受けて福崎町職員の育児

休業等に関する条例に所要の改正を行うものです。

改正の内容の１つ目は、議案第５号資料１ページ左側中段にあります非常勤職

員の育児休業の取得要件の緩和です。

資料２ページ新旧対照表の第２条の非常勤職員の育児休業及び第１７条の部分

休業には、引き続き在職した期間が１年以上であるとの取得要件がありますが、

この要件を廃止します。

２つ目の改正の内容は、資料１ページ左側中段にあります育児休業をしやすい

勤務環境の整備に関する措置等を任命権者に義務づけることです。この条例に２

条を新たに設けて、資料２ページ新旧対照表の第２０条では、妊娠や出産したこ

とを職員が申し出たときには育児休業制度の周知をすること、また３ページの第
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２１条では、育児休業を取得しやすい勤務環境をつくるために職員に対する研修

を実施したり、相談体制を整備することを義務づけています。

以上で、議案第３号から第５号までの説明を終わります。ご審議賜り、ご承認

いただきますようよろしくお願いいたします。

日程第 ８ 議案第６号 福崎町課設置条例の一部を改正する条例について

議 長 次、日程第８、議案第６号、福崎町課設置条例の一部を改正する条例について

を議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

副 町 長 議案第６号、福崎町課設置条例の一部を改正する条例について、ご説明申し

上げます。

本議案は現行の健康福祉課について、その業務が多岐にわたり、それぞれの課

題も複雑多様化していることから、分割することによって業務管理をより行き届

かせ、細やかなサービスが提供できる機能的な組織へと再編成しようとするもの

でございます。

詳細につきましては説明資料で申し上げますので、議案第６号資料１ページを

ご覧ください。

課名の６段目、７段目になります。健康福祉課を６段目の福祉課と７段目のほ

けん年金課に分割いたします。この改正に伴い、本町の組織として１課増えまし

て１４課局室となります。

次に、それぞれの所管業務及び所管替えについて説明申し上げます。

３列目、改正後係をご覧ください。

福祉課は高年福祉係、町民福祉係、介護保健係、地域包括支援係として地域福

祉や介護、地域包括を主たる業務といたします。

ほけん年金課は国保係、医療年金係、保健係、予防係、食育推進係として、医

療保険関係、健康を守り保つ保健、そして年金を主たる業務といたします。

なお、年金業務は住民生活課から業務を移管いたします。また、健康福祉課の

所管である文珠荘については、地域の活性化を図るための１つのツールと位置づ

け、地域振興課に移管いたします。

参考としまして資料２ページ、３ページが全体の行政組織と事務分掌、４ペー

ジには条例改正案の新旧対照表をお示ししております。

以上、議案第６号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛同

いただきますようお願いいたします。

議 長 提案説明の途中ですが、暫時休憩を行います。再開を１０時４５分といたしま

す。

◇

休憩 午前１０時２７分

再開 午前１０時４４分

◇

日程第 ９ 議案第７号 福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議 長 会議を再開いたします。

次、日程第９、議案第７号、福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。
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税 務 課 長 議案第７号、福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてご説

明を申し上げます。

議案第７号資料１ページをご覧ください。

今回の改正は、上位法令の改正に伴い、国民健康保険税条例の基礎課税額及び

後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額の引上げと、子育て世帯の負担軽減

を図るため、令和４年４月１日から国民健康保険に加入している未就学児に係る

均等割額の２分の１を減額するため、福崎町国民健康保険税条例の一部を改正い

たします。

改正内容につきまして、まず右側上の図をご覧ください。

基礎課税額に係る課税限度額については、現行の６３万円から６５万円に２万

円引き上げ、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額は現行の１９万円から

２０万円に１万円引き上げます。基礎分、支援金分、介護分合計の最高限度額は

９９万円から１０２万円となります。この改正は、中間所得層の被保険者の負担

軽減に配慮した見直しを目指したものです。

次に、右側下の図をご覧ください。

未就学児を対象に均等割部分について所得制限を設けず、全世帯一律に５割軽

減いたします。法定軽減世帯は法定軽減後の均等割部分について５割軽減としま

す。このため、未就学児の均等割は、７割軽減世帯で８．５割軽減、５割軽減世

帯で７．５割軽減、２割軽減世帯で６割軽減となります。法定軽減は法律上４月

１日の賦課期日の世帯状況で判断されますが、未就学児の均等割額軽減は、その

国保資格が生じた月から軽減されます。

また、資料２ページ以降には新旧対照表をお示ししておりますので、審議の参

考としてください。

なお、この条例は公布の日から施行します。ただし、改正規定につきましては

令和４年４月１日から施行します。

併せまして、改正後の福崎町国民健康保険税条例の規定は、令和４年度以後の

年度分の国民健康保険税について適用し、令和３年度分までの国民健康保険税に

ついては従前の例によるものとします。

以上で、議案第７号の説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご賛同いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。

日程第１０ 議案第８号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

議 長 日程第１０、議案第８号、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

住民生活課長 議案第８号、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい

て、ご説明申し上げます。

議案第８号資料１ページをご覧ください。

今回の改正は、年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法

律が令和２年６月５日に公布され、同法附則第６５条で消防団員等公務災害補償

等責任共済等に関する法律の一部が改正されたため、当該法律に基づき制定して

いる本町条例について改正をするものでございます。

改正の概要につきましては、責任共済法第５５条第１項の改正に伴い、消防団

員等公務災害補償を受ける権利を担保とする特例を定めた福崎町消防団員等公務

災害補償条例第３条第２項ただし書を削除するものです。
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この条例は、令和４年４月１日から施行します。経過措置としまして、この条

例の施行の際、現に担保に供されている傷病補償年金または年金である障害補償

もしくは遺族補償を受ける権利は、この条例の施行の日以後もなお従前の例によ

り担保に供することができます。

資料２ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご参照ください。

以上、よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますようお願い申し上げます。

日程第１１ 議案第９号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について

議 長 日程第１１、議案第９号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

健康福祉課長 議案第９号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について、ご説

明申し上げます。

議案第９号資料の１ページをご覧ください。

今回の改正は、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、現在１５歳までのこ

ども医療費助成の対象を１８歳まで拡大するものです。改正内容にありますよう

に、助成の対象を１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までを１８歳に達す

る日以後の最初の３月３１日までとします。拡大された対象者における認定要件

や助成内容などについても現行のこども医療費助成制度と同様とし、所得制限は

設けません。

この改正は令和４年７月１日から施行します。

議案資料２ページ、３ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご参照

ください。

以上で、議案第９号の説明を終わります。ご審議賜り、ご賛同いただきますよ

うよろしくお願いいたします。

日程第１２ 議案第１０号 福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

議 長 日程第１２、議案第１０号、福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

公営企業管理者 議案第１０号、福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

について、ご説明を申し上げます。

議案第１０号資料、１ページをご覧ください。

今回の改正の１点目は、福崎町東部工業団地造成工事が完了したことに伴い、

工業団地整備室を廃止するための条例改正を行うものです。

資料中段改正の内容のとおり、令和元年度から令和３年度の３か年で実施をし

ておりました東部工業団地の造成事業が完成し、２区画合計３万１，９６４．６

４平方メートルの企業用地の売却が完了したため、事業を終了し、工業団地整備

室を廃止するものです。

資料２ページをご覧ください。

新旧対照表です。第１条、公営企業の設置では、４号の工業団地造成事業の文

言を削除いたします。第１条の２及び第２条におきましても、工業団地造成事業

に関する文言を削除し、第３条第２項中、工業団地整備室の文言を削除いたしま
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す。

組織図につきましては、議案第６号資料２ページ、行政組織と事務分掌表の最

下段のところで改正案をお示ししておりますので、ご参照ください。

議案資料１ページにお戻りください。

２点目の改正は、福崎町公共下水道事業計画との整合性を図るため、事業の経

営規模について改正を行うものです。

福崎町第５次総合計画（後期基本計画）において、人口の将来指標が２万２，

０００人から１万９，５００人になったことで、公共下水道事業におきましても

令和元年５月に全体計画の見直しを行いました。これに伴い、計画排水人口及び

福崎浄化センターの１日最大処理能力を変更したため、改正をするものです。

改正の内容は、計画排水人口を１万７，６００人から１万５，９００人に、１

日最大処理能力を１万２，６００立方メートルから１万５００立方メートルに改

めます。

議案資料２ページの新旧対照表をご参照くださいますようお願い申し上げます。

以上、議案第１０号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますようお願い申し上げます。

日程第１３ 議案第１１号 令和３年度福崎町一般会計補正予算（第８号）について

議 長 日程第１３、議案第１１号、令和３年度福崎町一般会計補正予算（第８号）に

ついてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第１１号、令和３年度一般会計補正予算（第８号）について、ご説明申し

上げます。

補正内容としましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５億

１，２００万円を追加し、補正後の予算総額を９７億２，１９０万円とするもの

であります。歳入歳出予算の内訳につきましては、第１表にお示ししております。

また、補正後の予算の一部につきましては、翌年度に繰り越して使用するため、

繰越明許費を設定しております。

まず、歳出予算の補正の概要につきまして、第１表にてご説明申し上げます。

議案の３ページ、４ページをお開きください。

歳出補正の内容及び増減等の主なものについて、議会費より順にご説明申し上

げます。

議会費は、実績見込みにより３８２万７，０００円の減額補正としております。

主なものは、議会議員費用弁償で、コロナの影響によります視察研修等未実施に

よる１８５万円の減額、議事録・議会だより等印刷代の実績見込みによります１

２０万円の減額であります。

次に、総務費は、３億８，３８３万４，０００円の増額補正としております。

総務管理費の３億９，１６４万円の増額補正について、ご説明いたします。

自治会公共用施設整備事業補助金の実績見込みによる７００万円の減額、ふる

さと応援寄附金額を１億円見込んでいましたが、実績見込みにより３，１００万

円減の６，９００万円としたことによる事業費４，７６０万円の減額があります

が、１２月補正後予算で財政調整基金から３億６，６００万円を取り崩すことと

していましたが、歳入歳出の見積りの結果、取崩しをやめ、生じる剰余見込額３

億２，２６０万円を財政調整基金積立金として計上したこと、並びに１億２，４

６３万４，０００円を減債基金積立金に計上したことによるものです。この減債
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基金積立金につきましては、国の補正予算に伴い、令和３年１２月２４日地方交

付税法及び特別会計に関する法律の一部を改正する法律が公布・施行された普通

交付税の再算定の結果、１２月２７日に交付されたものです。交付決定額は総額

で１億６，５９６万２，０００円で、令和３年度に限り、基準財政需要額の費目

に創設されたもので、内訳は国の補正予算による地方負担分の増加に伴い必要と

なる財源を措置する臨時経済対策費３，８３４万２，０００円と、令和３年度の

臨時財政対策債を償還するための基金の積立てに要する経費を措置するために創

設された臨時財政対策債償還基金費１億２，４６３万４，０００円でありまして、

この臨時財政対策債償還基金費を減債基金に積立てするものであります。

民生費は、２，９６５万７，０００円の減額補正としております。放課後等デ

イサービスの利用者の増加に伴う障害福祉サービス支援給付費の６００万円の増

額補正がありますが、主な減額としましては、社会福祉費では国民健康保険、介

護保険、後期高齢者医療事業特別会計関連で４０２万６，０００円の減額、医療

助成費の実績見込みによる２００万円の減額、第２デイサービスセンターの空調

設備等改修事業で２８６万５，０００円の減額で、児童福祉費では、低所得の子

育て世帯に児童１人につき５万円を給付する子育て世帯生活支援特別給付金給付

事業の実績による７５２万円の減額、実績見込みによります人生いきいき住宅助

成事業の２４０万円の減額、児童手当費の１，２６４万円の減額であります。

次に、衛生費は、２，３０３万２，０００円の減額補正としております。主な

ものは、保健衛生費では、実績見込みによります妊婦健康診査費助成金の３５０

万円と成人保健事業の２２５万１，０００円の減額で、清掃費では、実績見込み

によります中播衛生施設事務組合負担金の４２４万８，０００円と、神崎郡ごみ

処理施設建設事業負担金の８２２万１，０００円の減額であります。中播衛生施

設事務組合並びに中播北部事務組合の補正予算及び分担金精算表を議案資料２ペ

ージから５ページにお示ししておりますので、ご参照ください。

農林水産業費は、６８万６，０００円の減額補正としております。農業費は、

実績見込みによる多面的機能支払交付金事業の５２７万９，０００円の減額など

により農業振興費が６９７万１，０００円の減額でありますが、農地費で、県内

の地区間調整により、権現地区井堰改修事業負担金が３８４万円の増額、高岡福

田地区の県営ほ場整備事業が国の補正に伴い５６６万円の増額などにより１６５

万９，０００円の増、一方、林業費は、鳥獣防護柵購入費の入札減１７６万４，

０００円などを含め、実績見込みにより２３４万５，０００円の減額としており

ます。

農林水産業関係の議案資料につきましては、６ページから１１ページにお示し

しておりますので、ご参照ください。

商工費につきましては、６，７８２万４，０００円の減額補正としております。

主なものは、中小企業振興資金融資預託金の実績見込みによる４，０５６万円の

減額と、新型コロナウイルス感染症対策の休業要請事業者経営継続事業の実績に

よる３１６万５，０００円の減額、事業者への感染症予防対策支援事業の５１５

万円の減額並びに労働者支援事業の１，５００万円の減額であります。

次に、土木費は、９，３８３万５，０００円の減額補正としております。道路

橋梁費は、実績見込みにより道路維持管理・生活道路舗装事業で８００万円、社

会資本整備総合交付金事業で８５０万円、橋梁補修事業で４４７万円の減額など

で、合計２，２４６万円の減額を、河川費は、入札減など実績により５７５万７，

０００円の減額、都市計画費は、５，９３２万円の減額で、主なものは、下水道

事業会計（公共）への繰出金で２，０８０万円と、今年度の実績見込みによるＪ
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Ｒ福崎駅バリアフリー化事業補助金３，３９０万円の減額であります。住宅費は、

公営住宅等長寿命化計画策定等業務委託料の入札等実績見込みによる１８０万円

の減額と、住宅改修工事費補助金３２０万円の減額などで、合計６２９万８，０

００円の減額であります。

７款の工事等の補正概要は、議案資料１２ページをご参照ください。

消防費は、７７２万４，０００円の減額補正としております。主なものは、常

備消防費の消防事務委託経費で１２１万６，０００円の減額で、内訳は、消防事

務委託料で１１２万５，０００円と、消防設備整備費負担金の高規格救急車の更

新実績に合わせた９万１，０００円の減額であります。

議案資料１３ページに消防事務委託経費の補正資料をお示ししておりますので、

ご参照ください。

消防費のその他主なものは、非常備消防費の退職者報奨金で実績見込みに合わ

せ５３２万４，０００円の減額がございます。

教育費につきましては、３億５，８１９万１，０００円の増額補正としていま

す。主なものは、国の補正予算に伴う小中学校の大規模改造（トイレ改修事業）

で、小中学校合わせ工事監理委託料で１，０３０万円、工事費で３億６，３００

万円、合計３億７，３３０万円の増額としております。田原小学校と中学校２校

のトイレ改修を進めるもので、全額４年度に繰り越し実施いたします。議案資料

１５ページにその概要をお示ししております。その他、主な増減としまして、学

校保健特別対策事業補助金事業費の２分の１を受け実施する新型コロナウイルス

感染症対策事業で、小学校費に４５０万円、中学校費に１８０万円の合計６３０

万円を計上しております。これも全額４年度に繰り越し実施いたします。議案資

料１４ページにその概要をお示ししています。社会教育費では、実績見込みによ

り、エルデホール照明設備改修工事費を８３０万円の減額、埋蔵文化財発掘調査

事業費を６１０万円の減額、八千種小学校グラウンド夜間照明改修工事費の入札

減等による１９２万５，０００円の減額を計上しております。

公債費は、１２５万円の減額補正としております。借入金の定期的な利率見直

しにより低利となったことにより、長期債元金４５万円の増額、長期債利子１７

０万円の減額としております。

最後に、９月に補正予算として計上していました災害復旧費ですが、県との協

議や入札減等による実績見込みにより２１９万円の減額としております。

次に、歳入補正について、ご説明いたします。

議案の１ページ、２ページをお開きください。

１款の町税は、１億７，４００万円の増額補正としております。内訳は、個人

住民税の所得割が当初、兵庫県勤労統計等により、所得の伸びをマイナスの５．

４％と見積もっていましたが、それほど下がらず１，６００万円の増額、法人町

民税税割も法人税率の変更にコロナの影響もあり、伸びをマイナスの３９．３％

と見込んでいましたが、２年度の実績をも７．８％程度上回る見込みで８，６０

０万円の増額とし、合計で１億２００万円の増収と見込んでいます。

固定資産税は、６，８００万円の増額としています。家屋が大規模な新工場を

当初に賦課することができた影響が大きく３，８００万円の増額、償却資産は想

定していたより多くの設備投資がされていたことにより３，０００万円の増額、

固定資産税合計で６，８００万円の増収を見込んでいます。

町たばこ税は、実績見込みにより４００万円の増額としております。

２款の地方譲与税から８款のゴルフ場利用税交付金は、県の実績見込み等に合

わせ４，９７１万１，０００円の増収を見込んでおります。
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１０款の地方特例交付金は、１，９６０万円の増額としています。３年度に限

る中小事業者等への固定資産税の軽減措置額が家屋、償却合わせて６，３５０万

円と見積もっていましたが、実績は８，３１０万円となり、その差額１，９６０

万円を全額国費で補塡される新型コロナウイルス感染症対策地方税収補塡特別交

付金に増額し、計上しています。

１１款の地方交付税は、再算定の結果、当初予算より２億６，４１３万３，０

００円の増額補正としています。

１３款の分担金及び負担金は、４２４万３，０００円の減額補正としています。

主なものは、実績見込みによる養護老人ホームの入所に係る措置費負担金１３５

万４，０００円の減額と、公立認定こども園負担金１３０万５，０００円の減額

であります。

１４款の使用料及び手数料は、１６３万６，０００円の減額補正としています。

主なものは、住宅使用料で９０万円の減額、青少年野外活動センター使用料の４

０万円の減額であります。

１５款の国庫支出金は、事業費の増減に伴い９，２６０万円の増額補正として

います。主なものは、国庫補助金の福崎小学校北校舎と小中学校の大規模改造

（トイレ改修）の長寿命化改良に係る学校施設環境改善交付金の９，７９８万７，

０００円の増額であります。

１６款の県支出金は、歳出各事業費の補正に伴う財源更正が主な要因で２，２

１０万６，０００円の減額補正としております。

１７款の財産収入は１１万７，０００円の増額補正としています。財産運用収

入、財政調整基金の利子の増額です。

１８款の寄附金は、２，１００万１，０００円の減額としています。一般寄附

金は公益財団法人日本和紙ちぎり絵協会の解散に伴う残余財産の一部、１，００

０万円の寄附を受けたことによる９９９万９，０００円の増額、指定寄附金は、

ふるさと応援寄附金３，１００万円の減額であります。

１９款の繰入金は、３億６，９８３万９，０００円の減額としています。財政

調整基金繰入金以外の繰入金につきましては、事業量に合わせそれぞれ減額をし

ております。

２０款の繰越金は、令和２年度の実質収支額２億４，６１９万９，０００円の

残余１億３８８万円を計上しております。

２１款の諸収入は、３，６７７万６，０００円の減額補正としております。主

なものは、中小企業振興資金融資預託金元金収入で、歳出に合わせ４，０５６万

円の減額、非常備消防団の退職報償金５２３万２，０００円の減額、健康長生き

事業に係る高齢者保健事業委託金の７４０万円の減額と、工業団地造成事業会計

の閉鎖に係る剰余金２，２００万円の増額であります。

２２款の町債は、２億６，２２０万円の増額補正としております。事業費の増

減に伴う補正で、学校教育施設長寿命化に係る整備事業の建設事業債は２億７，

２６０万円の増額としております。この結果、繰り返しになりますが、財政調整

基金から３億６，６００万円を取り崩すこととしておりましたが、歳入歳出見積

りの結果、取崩しをやめ、生じる剰余見込み額３億２，２６０万円を基金に積み

立てる補正予算としております。

それでは、事項別明細書によりましてご説明申し上げます。

３月補正につきましては、実績並びに実績見込みによる減額補正が主な要因で

あるもの、また概要にてご説明した内容につきましては、説明を省略させていた

だきますので、ご了承ください。また、議案資料の１ページに新型コロナウイル
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ス感染症の影響による事業費減額一覧をおつけしておりますので、ご参照くださ

い。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上が、歳入歳出予算補正についての説明です。

次は議案にお戻りください。第２条は繰越明許費でございますが、議案の５ペ

ージ、６ページをお開きください。

歳出でご説明しました総務費の引越しワンストップサービスシステム整備事業

に３５０万円、民生費の臨時特別給付金給付事業で８，６８０万円、衛生費の新

型コロナウイルスワクチン接種事業で４８０万円、農林水産業費のため池廃止に

係る農村地域防災減災事業で７１５万円、商工費の文化観光推進地域計画策定事

業で５７０万円、土木費の道路新設改良事業で７，３５０万円、橋梁補修事業で

９８０万円、教育費で学校教育活動継続支援事業で６３０万円、トイレ改修の学

校施設長寿命化改良事業で３億７，３３０万円、計１４事業で合計５億７，０８

５万円を翌年度へ繰越しする予定であります。

次に、議案の第３条、地方債の補正につきましては、議案の７ページから９ペ

ージに計上しております。利率、償還の方法はそれぞれ記載しているとおりであ

ります。

以上、議案第１１号、令和３年度一般会計補正予算(第８号)の説明とさせてい

ただきます。よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げま

す。

日程第１４ 議案第１２号 令和３年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

について

日程第１５ 議案第１３号 令和３年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号）について

日程第１６ 議案第１４号 令和３年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて

議 長 日程１４、議案第１２号、令和３年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第３号）についてから、日程第１６、議案第１４号、令和３年度福崎町介護

保険事業特別会計補正予算（第３号）についてまでの３件を一括議題といたしま

す。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

健康福祉課長 議案第１２号、令和３年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，４８９万

３，０００円を追加し、補正後の予算額をそれぞれ２０億３，２２０万円とする

ものです。

議案第１２号資料１ページから５ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。

資料４ページをお開き願います。保険給付費月別状況になります。それぞれ月

の途中に太線を入れておりますが、太線までは実績値、その下については見込み

値となっております。

左の欄の全被保険者数は、４月３，７１７人、１月は３，６３７人と８０人減

少しています。歳出の大部分を占める療養給付費は、令和２年度はコロナの影響

で少なくなっていましたが、コロナ前の水準に戻ってきています。１１月までの
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実績は、令和２年度は高額な医療費があったため、前年度より８．５％減となっ

ております。１２月から２月分につきましては、前年度の１人当たり医療費に伸

び率４．９％を乗じて算出しております。

療養給付費の見込みは、１２億１，４１６万円です。当初予算額１１億９，５

００万円に２，０００万円を加え、最終予算額を１２億１，５００万円と見込ん

でおります。こちらの療養給付費ですが、表の下に米印で記載しておりますが、

最後の２月診療分については概算で請求されるため、予算額は見込額に１，５０

０万円を加えた額が必要になりますので、１２億１，５００万円を補正後予算額

としております。

高額療養費は補正後予算額１億８，３００万円で、当初予算額１億６，７１０

万円に１，５９０万円を加えます。右側の療養費では、補正後予算額１，０００

万円で、１００万円の減額です。

資料２ページをお開き願います。歳出の勘定表です。３月補正額の列をご覧く

ださい。

まず、保険給付費ですが、給付の状況については先ほど報告させていただいた

とおりです。合計金額は、予算現額１３億８，８６０万円に対し、補正後予算額

１４億２，３６０万円となり、３，５００万円の増額を見込んでおります。対前

年度決算比５．４％減の見込みです。歳出合計は、補正後２０億３，２２０万円

で、対前年度決算比３．６％減、当初予算比２．３％増を見込んでいます。

資料１ページをお願いします。

歳入では、保険税につきましては、現年度分が減額見込み、滞納分が増額の見

込みで、全体として１７０万円減額の見込みです。徴収率は、現年度医療分で９

５．４％、介護分で９３．１％を見込んでいます。国庫支出金につきましては、

新型コロナウイルス感染症の影響による保険税減免に係る補助金など１８万円の

増額です。県支出金につきましては、普通交付金は、保険給付費に対する兵庫県

からの交付金です。先ほど説明させていただいた療養給付費の伸びにより、総額

で１４億２，０３１万円となり、３，４９０万円の増額を見込んでおります。県

繰入金は、実績見込みにより１，２００万円増額の見込みです。繰入金につきま

しては、全体で予算現額１億８，８５９万７，０００円に対し、補正後予算額は

１億７，８７６万１，０００円となり、９８３万６，０００円の減額です。歳入

合計は、２０億３，２２０万円で、対前年度決算費５．５％減、当初予算費２．

３％増の見込みです。

議案書に戻っていただき、事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で、議案第１２号の説明を終わります。

続きまして、議案第１３号、令和３年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３９０万円を

追加し、補正後の予算額をそれぞれ３億１２０万円とするものです。

補正の内容は、保険料の実績見込みによる増額等になります。

議案第１３号資料にお示ししておりますので、ご参照ください。

詳細につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で、議案第１３号の説明を終わります。

続きまして、議案第１４号、令和３年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）について、ご説明申し上げます。



－22－

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，７００万

円を追加し、補正後の予算額をそれぞれ１７億６，８９０万円とするものです。

議案第１４号資料１ページから４ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。

資料の３ページをお開き願います。

左上の表ですが、６５歳以上の人口推移は令和３年４月末５，４７４人、１２

月末では５，４９８人となり、高齢化率は２９．２％です。２番の要介護認定者

数は４月末９６４人、１２月末９９３人で、２９人の増となり、右側上の表です

が、介護度別では、要介護２が多く１８７人、１８．８％を占めています。

今回の歳出の補正は、介護施設の非常用自家発電装置導入に伴う補助金と保険

給付費の増額によるものです。

それでは、議案の事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で議案第１４号の説明を終わります。

３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いをいたしま

す。

日程第１７ 議案第１５号 令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）について

議 長 日程第１７、議案第１５号、令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２

号）についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

上下水道課長 議案第１５号、令和３年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）について、

ご説明申し上げます。

議案の次のページをご覧ください。

補正予算第２条は、収益的収入及び支出の予定額で、収入、下水道事業収益を

４，２３５万２，０００円減額し、１３億１，９７４万８，０００円に、支出、

下水道事業費用は４，１１７万７，０００円減額し、１３億５０１万７，０００

円といたします。

補正予算第３条は、資本的収入及び支出の予定額です。予算第４条本文括弧書

き中、不足する額を４億１，９０５万７，０００円に改め、その補塡額について

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２，５７１万７，０００円、

過年度分損益勘定留保資金６２万円、当年度分損益勘定留保資金３億６，６９９

万１，０００円及び繰越利益剰余金２，６３４万９，０００円に改めます。そし

て、下段の表、資本的収入は５，５８０万円増額し、７億１，８８０万円、次の

ページ、資本的支出は５，６００万円増額し、１１億３，７８５万７，０００円

といたします。

補正予算第４条では、企業債の限度額を２，４８０万円増額し、２億５，９４

０万円に改めます。

補正予算第５条は、一般会計からの補助金の額で、４，０００万円を３，３０

０万円に改めるものでございます。

次のページ、下水補１、２ページには実施計画を添付していますが、説明につ

きましては、議案第１５号資料で説明を申し上げます。

まず、収益的収入及び支出で、支出から説明いたします。資料２ページをご覧

ください。

この資料は、各目、節ごとの補正予定額と、その右には公共、農集、個別のセ
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グメントごとの内訳をお示ししております。営業費用では、管渠費の消耗品費及

び委託料は、実績見込みにより減額、ポンプ場費の修繕費は予定していたポンプ

の傷みが激しかったため、修繕を取りやめ、新たに更新するため資本的支出へ組

み替えたことによる減額、処理場費の光熱水費、委託料及び修繕費は、実績見込

みにより減額、業務費は受益者負担金システムの入替え時期の延期に伴う減額、

総係費の減額は、委託料では入札の減、貸倒引当金繰入額は繰入金不足による増

額、減価償却費は前年度の資産登録が予定より増加したことによる増額、資産減

耗費は工業団地汚水管閉塞工事において、予定していた閉塞箇所が減ったことな

どによる減額でございます。営業外費用の増額は、企業債利息や消費税納付金の

増額によるもので、下水道事業費用全体では４，１１７万７，０００円を減額い

たします。

資料１ページにお戻りください。

収入の下水道事業収益の営業収益では、下水道使用料を実績見込みにより増額、

他会計負担金では一般会計からの雨水処理に要する負担金を増額、営業外収益は

一般会計からの繰入れで、繰出基準に基づく負担金を減額、それ以外の経費に対

する補助金も減額いたします。そのほか資産減耗費の減による長期前受金戻入の

減額、消費税の還付金は増額し、下水道事業収益全体では４，２３５万２，００

０円を減額いたします。

次に、３ページをお開きください。

資本的収入及び支出は、収入からご説明いたします。工事量の増加によりまし

て、企業債の下水道事業債を２，４８０万円増額、国庫補助金は国からの追加割

当てにより２，５００万円を増額、受益者負担金については実績見込みで増額し、

資本的収入全体では５，５８０万円を増額いたします。

次の４ページは支出です。建設改良費の管路整備費では、公共ます設置工事の

実績見込みで増額、雨水の管路整備費の増額は、国庫補助金の追加割当てにより

事業料を増やしたことによるもので、資本的支出全体では、５，６００万円を増

額いたします。これらの結果で、一般会計からの繰入総額は４億９０万円となり、

２，１８０万円の減額となります。

議案にお戻りください。その他の説明書としまして、下水補３ページには予定

キャッシュ・フロー計算書、下水補４ページから６ページには令和３年度末の予

定貸借対照表をお示ししておりますので、ご参照ください。

以上、議案第１５号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますよう、お願いを申し上げます。

日程第１８ 議案第１６号 令和４年度福崎町一般会計予算について

議 長 日程第１８、議案第１６号、令和４年度福崎町一般会計予算についてを議題と

いたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第１６号、令和４年度一般会計予算について、ご説明申し上げます。

当初予算の議案に係る説明書としまして、別冊の一番上に予算の概要等の２４

ページまでの資料と、各会計の事項別明細書、給与費明細書、地方債に関する調

書及び実施計画書などを取りまとめ、予算に関する説明書としております。また、

議案の後ろに各予算の説明資料をおつけしておりますので、それぞれ審議の参考

としてください。

それでは、議案をお開きください。
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第１条は、歳入歳出予算でありますが、総額を８２億１，６００万円とし、款

項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表で、１ページ、２ページの歳入、３ペ

ージ、４ページの歳出のとおりとしております。

まず、予算の概要説明をさせていただきますので、予算に関する説明書の一番

前に添付しております予算に関する概要書の３ページをお開きください。一般会

計の予算総額は８２億１，６００万円で、令和３年度当初予算に比べ、４，７０

０万、率にして０．６％の減としております。

概要書の５ページをお願いいたします。

歳入についてご説明いたします。

一般会計の歳入内訳でありますが、１款、町税は３３億１，００８万円で、３

年度予算に比べ２億４，０１８万円、率にして７．８％の増収と見込んでおりま

す。

内訳としましては、町民税では地方財政対策の伸び率などを念頭に置き推計を

行った結果、個人で４，０６０万円、率にして４．７％増の９億７７０万円、法

人では６，１１０万円、率にして３０．７％増の２億６，０４０万円を見込んで

おります。

固定資産税では１億２，７７０万円、率にして７．１％増の１９億１，７１０

万円を見込んでいます。

１億２，７７０万円増の内訳としましては、４年度課税分で１億４，２７０万

円の増収、一方、滞納繰越分は、令和２年度の新型コロナウイルスに係る徴収猶

予の特例により令和３年度２，５００万円と見込んでおりましたが、令和４年度

は１，５００万円減収の１，０００万円を見込んでおります。固定資産税の４年

度現年度課税分１億４，２７０万円増の内訳としましては、土地は、地価の下落

や税額が増加する商業地等について、課税標準額を５％引き上げる負担調整率を

２．５％とする措置があるものの、宅地開発等により宅地、宅地比準土地が増加

したため２６０万円の増収、家屋は、新型コロナウイルス感染症対策としての軽

減措置、特例の終了、新増築分に加え、３年度に課税することとなった大規模な

工場の新築の影響が大きく８，０００万円の増収、償却では、軽減措置の終了、

企業アンケート、地方財政対策の伸びなどを勘案し６，０１０万円の増収を見込

んでおります。軽自動車税は、自家用車の環境性能割を１％軽減する特例措置が

令和３年１２月末で終了したことが大きく、４８０万円の増収の７，２１０万円、

町たばこ税は、令和３年度の当初見込みをやや上回った実績見込みにより推計し、

６００万円増収の１億５，２００万円を見込んでおります。

議案資料の５ページに税の当初予算、前年度、令和３年度との比較表をおつけ

しておりますので、ご参照ください。

２款、地方譲与税は、地方財政対策の伸び率を参考に８，１７０万円を見込

み、３年度の予算に比べ７２７万１，０００円、率にして９．８％の増収、３

款、利子割交付金から９款、環境性能割交付金までの市町交付金は、県からの予

算等見込額を参考に６億３，５２０万円を見込み、３年度予算に比べ５，５９０

万円、率にして９．６％の増収としております。

１０款、地方特例交付金につきましては３，１６０万円を見込み、３年度予算

に比べ５，６６０万円の減収としております。減収の要因ですが、住宅借入金等

特別税額控除によるものが３０万円の減、自動車税、軽自動車税とも環境性能割

を１％軽減する特例が令和３年１２月末で終了したことによるものが４７０万円

の減、新型コロナウイルス感染症対策地方税収補塡特別交付金として、中小事業

者等への固定資産税の軽減措置によるものが５，１６０万円の減であります。
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１１款、地方交付税の普通交付税につきましては、基準財政収入額は、町民税

個人の所得割、法人の法人税割、地方消費税交付金などの増収を見込み、基準財

政需要額では個別算定経費、包括算定経費とも国が推計した伸び率を基に算定し

た結果、対前年度予算比較で、普通交付税が４，０００万円増の１２億４，００

０万円、臨時財政対策債が１億６，０００万円減の２億３，０００万円としてお

ります。

事業量に伴い、１５款、国庫支出金は、５，１９４万９，０００円増の７億

３，２１６万３，０００円、１６款、県支出金は、３，７０１万９，０００円減

の５億３，９５１万３，０００円を計上しております。

１８款、寄附金は、３，０００万１，０００円減の７１０万円を計上していま

す。ふるさと応援寄附金の目標額を１億円から７，０００万円としたためであり

ます。

２２款、町債は、３億４，２８０万円減の３億７，２１０万円を見込んでいま

す。普通交付税の算出における交付税と財源不足を補う臨時財政対策債の国の配

分割合が大きく変わったことなどにより、臨時財政対策債を１億６，０００万円

の減としたこと、また、当初予算として予定していた田原小学校と中学校２校の

大規模改造（質的整備）、トイレ改修事業が国の補正予算と合わせ３月補正に計

上し、４年度へ繰り越すこととしたことなどが大きな減額の要因となっておりま

す。繰越を予定しているトイレ改修事業の町債、地方債の借入れが２億８，４０

０万円、道路橋梁の借入れを２，７００万円予定しておりますので、令和４年度

全体で６億８，３１０万円の地方債借入れを予定しているところであります。

最下段では、１款から１２款と臨時財政対策債を合わせた一般財源を記載して

おります。令和３年度に比べ１億２，６７５万円増の５６億３，１５８万円を見

込んでおりますが、歳入歳出見積りの結果、１９款の繰入金の下になりますが、

一般財源が不足する額、３億８，０００万円につきましては、財政調整基金から

繰り入れ予算編成を行っており、３年度予算に増して大変厳しい予算編成となっ

ております。

ここで、１９款、繰入金を見ていただきますと、令和３年度予算に比べ７，８

０５万６，０００円、率にして１８．５％の増としております。この要因です

が、議案第１１号、令和３年度一般会計補正予算（第８号）でご説明しました減

債基金繰入金を６，９００万円計上していることが主な要因で、この国の措置が

なければ４億４，９００万円の財政調整基金の繰入れとなっていたこと、また、

歳出のところでご説明いたしますが、下水道事業会計への繰出しにおいて、令和

２年度決算時の内部留保資金８，２００万円を令和４年度の繰出額から差引き計

上していなければ５億３，１００万円もの財政調整基金を繰入れしなければなら

ない状況でありまして、財政状況の急速な悪化が懸念されます。

歳出の概要ですが、概要書の７ページに款項別に・・・。

議 長 提案内容の説明中ですが、暫時休憩いたします。

再開を１３時といたします。

◇

休憩 午後 ０時００分

再開 午後 １時００分

◇

議 長 会議を再開いたします。

企画財政課長 概要書の７ページから参ります。

歳出の概要ですが、概要書の７ページに款項別に予算額と令和３年度との増減
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等の一覧をお示しし、１３ページから２２ページにかけまして、総合計画の６本

の柱ごとに総括的に主要事業を取りまとめております。事業名称・概要の前に、

新規事業の表示のほか、福崎町総合戦略に位置づけた事業は「創」、行政改革の

事項につきましては「行」でお示ししておりますので、後ほどお目通しくださ

い。

各目等の説明に入ります前に、一般職員の配置員数、人件費につきまして総括

的にご説明申し上げます。議案資料１ページをお願いいたします。

この資料では、一般会計の目ごとと、特別会計ごとの配置職員数、それぞれの

一般職員の増減理由と総人件費をお示ししております。１行目の一般会計に属す

る職員数は、任期の定めのない職員、いわゆる正規職員は１２７人、再任用職員

４人と、会計年度任用職員・臨時職員で３２７人の合計４５８人であります。

２ページをお願いいたします。

下から２行目になります。全会計では、正規職員１４８人、再任用職員６人、

会計年度任用職員・臨時職員で３４２人の合計４９６人であります。正規職員は

１名の増、再任用職員は２名の増、会計年度任用職員・臨時職員は６名の増であ

ります。全会計で、人件費総額では、令和３年度当初予算比較で７２７万５，０

００円減の１８億１，２７０万円であります。一般会計における人件費総額は、

令和３年度当初予算比較で２０８万３，０００円減の１６億２，３１９万７，０

００円であります。

一般会計における人件費の主な増減内訳は、職員給が２５９万７，０００円の

増、職員手当が人勧による支給月数改定による期末勤勉手当や選挙手当の減など

により７６０万８，０００円の減、退職手当組合負担金は、令和３年度会計年度

任用職員の２か年分の負担をしていたのが１年分となることにより１，１６３万

８，０００円の減と、退職者の減により退職手当組合特別負担金が７４４万４，

０００円の減、共済組合の負担金が、会計年度任用職員の県共済加入実績と負担

率の増などにより５０１万７，０００円の増、これに合わせ社会保険料の負担金

が３４２万２，０００円の増などであります。

なお、全会計の一般職に係る給与費明細書につきましては、議案資料３ページ

から４ページに添付しておりますので、審議の参考としてください。

それでは、事項別明細書にて歳出のご説明をいたします。

１０７ページ、１０８ページをお開きください。限られた時間でありますの

で、各目の予算額や目の概要説明は省略させていただき、大きく予算額が増減す

る事業や新規事業の説明を中心に申し上げます。

また、説明の内容では、町長からの冒頭の挨拶、各課重点事項と重複する部分

も多々ございますが、ご了承ください。議会費から順次説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

歳入歳出についての説明は以上でございます。

次は、議案にお戻りください。

第２条は、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方

債について、第２表に計上しておりますので、議案の５ページから７ページをご

覧ください。歳入、町債でご説明申し上げました額を、それぞれ目的ごとに限度

額として計上をしております。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれに記

載のとおりとしております。

次に、議案の第３条でありますが、地方自治法第２３５条の３第２項の規定に

よる一時借入金の最高額は１５億円と定めています。

第４条は、歳出予算の流用でありますが、第１表に定めた各項の予算につい
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て、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、流用できる場合とし

て、各項に計上した報酬、給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足が生

じた場合、同一款内において、これらの経費を流用できることとするものであり

ます。

以上、議案第１６号、令和４年度一般会計予算の説明とさせていただきます。

よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますようお願い申し上げます。

日程第１９ 議案第１７号 令和４年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

日程第２０ 議案第１８号 令和４年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

日程第２１ 議案第１９号 令和４年度福崎町介護保険事業特別会計予算について

議 長 日程第１９、議案第１７号、令和４年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算

についてから、日程第２１、議案第１９号、令和４年度福崎町介護保険事業特別

会計予算についてまでの３件を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

健康福祉課長 議案第１７号、令和４年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について、ご

説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額を、それぞれ１９億７，６７０万円とするものです。

また、第２条は、一時借入金の最高額を８，０００万円と定めるものです。

議案第１７号資料１ページから６ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。

資料の１ページをご覧ください。

令和４年度の予算編成方針です。国民健康保険制度は、国民皆保険体制の基盤

をなす制度として、地域住民の健康の保持・増進、福祉の向上及び生活の安定

に重要な役割を果たしています。しかしながら、その財政運営は、急速な被保

険者の高齢化や医療の高度化などによる医療費の増加、また、離職者や低所得

者が多いという制度の構造的な問題を抱え、非常に厳しい状況にあります。

このような課題に対応し、制度の安定化を図るため、平成３０年度に大きな制

度改正が行われました。財政基盤を強化するよう国の財政支援が拡充されると

ともに、兵庫県が財政責任主体として事業運営に加わり、町においては、資格

管理、保険給付、保険税の賦課・徴収、保健事業などの地域におけるきめ細や

かな事業を行っています。

令和４年度に実施される制度改正の主なものは、課税限度額の見直しと未就学

児に係る保険税均等割額の２分の１軽減などです。

令和４年度予算については、医療費の動向、被保険者数の増減などを勘案して

おります。被保険者数につきましては減少傾向にあり、３，５００人と見込ん

でおります。

歳出においては、その大部分を占める保険給付費について、過去３年間におけ

る給付状況や対前年度伸び率などを勘案し、県の推計金額を基に計上していま

す。保険給付費一般分について、療養給付費は１２億６００万円、対前年度当

初予算比０．９％増、療養費１，０００万円、対前年度当初予算比９．１％減、

高額療養費１億８，２２０万円、対前年度当初予算比９．０％増を見込んでい

ます。

国民健康保険事業費納付金については、医療分、後期高齢者支援金分、介護納

付金分に区分して、県から示された金額を計上しています。

保健事業費については、第３期福崎町特定健康診査等実施計画に基づき、特定
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健康診査、特定保健指導を実施し、健診受診率の向上と生活習慣病の予防に努

めるとともに、第２期福崎町データヘルス計画に沿った効率的な保健事業を実

施します。また、人間ドック、脳検査助成事業、医療費通知、ジェネリック医

薬品差額通知、レセプト点検などにより、保健事業の充実と医療費の適正化に

努めます。

次に、歳入の保険税に関してですが、県から示された標準保険料率等を参考に

税率を設定します。現年度分につきましては、収納率９５．４％、３億１，７

６０万円を見込んでいます。

県支出金については、保険給付費に対する普通交付金、町の各種取組に対する

特別交付金として、県の推計金額を参考に計上しています。

第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で、議案第１７号の説明を終わります。

続きまして、議案第１８号、令和４年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予

算について、ご説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額を、それぞれ２億９，３３０万円とするものです。

議案第１８号資料１ページから４ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。

資料１ページ、当初予算資料をご覧ください。この特別会計の歳入は、兵庫県

後期広域連合が賦課する保険料の徴収と、保険料軽減分を県と町で公費負担する

保険基盤安定負担金及び職員給与費と事務費をともに一般会計から繰り入れるも

のです。

歳出は、一般管理費の職員給与などと保険料徴収事務経費及び保険基盤安定負

担金と保険料を合わせて広域連合に納付するものです。

資料の２ページをお願いします。７５歳以上が加入する後期高齢者医療の保険

料率の改定になります。資料には案としておりますが、２月１４日に広域連合議

会が開催され、お示ししておりますとおり、令和４年度・５年度の保険料率など

が決定をしました。診療報酬の改正と合わせ、２年に一度改定されます。令和４

年度・５年度の保険料率は、均等割額が年額５万１，３７１円から５万１４７円

に１，２２４円の改定減となり、所得割率は１０．４９％から１０．２８％に０．

２１％の改定減となります。保険料上昇抑制のため、令和３年度末までの剰余金

を積み立てた広域連合の給付費準備基金２００億６，０００万円を全額活用し、

１人当たり平均年保険料を９，６７７円軽減し、現行の８万６，９２４円から８

万３，５１７円に３，４０７円、３．９２％の減額となります。

右側をご覧ください。

賦課限度額ですが、現行の６４万円から６６万円に２万円引き上げられます。

資料の３ページの右側をご覧ください。

広域連合では、２年間平均で１人当たり給付費を９７万１，４０７円と見込み、

被保険者数は兵庫県全体で８５万６９１人として保険料を算定しています。

資料４ページをご覧ください。

窓口負担割合の見直しです。令和４年１０月１日から、一定以上の所得のある

方については、窓口３割負担の現役並み所得者を除いて窓口負担割合が２割にな

ります。

第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で、議案第１８号の説明を終わります。
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議 長 提案説明の途中ですが、休憩を行います。

再開を２時１５分といたします。

◇

休憩 午後 ２時００分

再開 午後 ２時１３分

◇

議 長 会議を再開いたします。

健康福祉課長 続きまして、議案第１９号、令和４年度福崎町介護保険事業特別会計予算につ

いて、ご説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額を、それぞれ１７億７，４００万円と定めるものです。

議案第１９号資料１ページから４ページにお示しをしておりますので、ご参照

ください。

資料の１ページをご覧ください。

予算編成方針となります。令和４年度は、第８期事業計画の２年目になります。

平成１２年４月から介護保険制度が施行され、今年度で２３年目を迎え、制度

が定着し、サービス給付費も年々増加しています。令和４年度の予算編成は、

第８期事業計画に基づき積算しています。

歳出では、事業計画の被保険者数５，５０４人を見込み、要介護認定者数は９

８５人を見込んでいます。サービス給付費は、令和３年度実績見込みから推計

し、居宅サービス、施設サービス共に増加を見込み１６億４，０００万円、対

前年度当初予算比３．２％増を見込みました。

地域支援事業は、新型コロナウイルス感染症による外出控えや介護予防事業の

休止で高齢者の活動能力の低下が懸念されることから、介護予防事業などの利

用による活動能力の改善に努めます。各補助構成枠の上限額以内を設定し、保

健師等人件費を合わせ７，８９２万８，０００円を見込んでいます。

歳入においては、第１号被保険者保険料、国、県、町による介護給付費負担金、

市町の高齢化率及び所得分布状況を勘案して決められる介護給付費調整交付金、

第２号被保険者保険料からの支払基金交付金が保険給付費の財源となります。

また、地域支援事業は、介護予防・生活支援サービス事業、介護予防ケアマネ

ジメント事業、一般介護予防事業からなる総合事業と、地域包括支援センター

の運営、社会保障充実に係る事業からなる総合事業以外の包括的支援事業及び

任意事業の交付金が財源となります。それぞれ歳出に見合うルール分を計上し

ております。

資料２ページをご覧ください。

令和４年度の介護保険事業の主な改正点です。

介護職員の処遇改善として、令和４年１０月以降、介護職員の収入を３％程度

引き上げる報酬改定が行われます。対象サービスにより０．５％から２．４％

の加算率が設定されます。この報酬改定については、予算編成後に示されたた

め、４年度の当初予算では見込んでおりません。

第１表、歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）

以上で、議案第１９号の説明を終わります。３議案ともご審議賜り、ご賛同い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。

日程第２２ 議案第２０号 令和４年度福崎町水道事業会計予算について

日程第２３ 議案第２１号 令和４年度福崎町工業用水道事業会計予算について
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日程第２４ 議案第２２号 令和４年度福崎町下水道事業会計予算について

議 長 日程第２２、議案第２０号、令和４年度福崎町水道事業会計予算から、日程第

２４、議案第２２号、令和４年度福崎町下水道事業会計予算についてまでの３

件を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

上下水道課長 ３企業会計の令和４年度予算につきまして、一括してご説明申し上げます。

まず、議案第２０号、令和４年度福崎町水道事業会計予算について、ご説明申

し上げます。

議案の次のページをご覧ください。第２条、業務の予定量については、給水戸

数は８，２００戸で前年度と同数、年間給水量は２４８万立方メートルで、前

年度比４万立方メートルの減、１日平均給水量は６，８００立方メートルで、

前年度比１００立方メートルの減としております。

主な建設改良事業は、令和３年度に引き続き、工業団地に向かって配水してお

ります西谷地区の老朽管を更新する予定としております。また、向こう５年間

で、福田水源地から三宮配水池への送水管を更新する予定としており、令和４

年度はその１年目として、工事に係る詳細設計と送水管布設に支障となる三宮

配水池周辺の旧総配水管を撤去いたします。そのほか、井ノ口水源地では、老

朽化した濁度計を更新いたします。

議案第２０号資料９ページには位置図を添付しておりますので、ご参照くださ

い。

１ページ、第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の水道事業収益が４

億３，０３０万円で、前年度比０．９％の減、支出の水道事業費用は４億１，

８６０万円で、前年度比２％の減としています。

第４条の資本的収入及び支出は、２ページ、資本的収入は１，２３０万円、資

本的支出は１億６，１００万円としています。前年度に比べて収入が大きく減

となった要因は、前年度は工業団地造成事業会計からの返還金３億１，０００

万円を計上していたためでございます。

なお、１ページ下段、第４条の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額１億４，８７０万円につきましては、括弧書きに記載のとおり、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額９９８万９，０００円、過年度分損益勘

定留保資金１億３，８７１万１，０００円で補塡する予定としております。

２ページ、第５条は、債務負担行為を新たに設定するもので、内容は水道施設

運転管理業務委託について、令和５年度から令和７年度までの３年間、限度額

６，６００万円を計上するものでございます。

議案第２０号資料１０ページをお開きください。

水道施設運転管理業務委託について、その目的や業務内容などをお示ししてお

ります。

まず、最下段の備考のところにも記載をしておりますが、現在も本業務を民間

委託しています。その契約期間が令和５年３月３１日で満了することから、新

たに３年間の委託契約を締結したいと考えております。

資料中段、業務時間は、昼間は８時半から１７時１５分、夜間については緊急

出勤のための待機態勢を取ることを条件としています。業務体制は、平日２名、

土日祝日は１名体制で、年間を通しての業務体制としております。また、記載

の資格を有する者を１名以上配置することとし、レベルの高い施設管理を目指

していきます。
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業務内容は記載のとおりで、施設の運転管理はもちろんのこと、軽微な漏水修

理工事や水道メーターの開閉栓業務なども行います。また、業者の選定方法に

つきましては、公募型のプロポーザル方式を予定しています。引き続き、民間

の技術力や知識などを活用し、これからも安全安心な水道水を安定的に供給し

ていきます。

議案２ページにお戻りください。

中段、第６条は一時借入金の限度額、第７条は予定支出の各項の経費の金額の

流用、第８条は議会の議決を経なければ流用することができない経費、第９条

は他会計からの補助金、第１０条は棚卸資産購入の限度額について、それぞれ

記載のとおり定めるものでございます。

次に、予算の内容につきまして説明いたします。予算に関する説明書をご覧く

ださい。

全会計のうち、後ろ３会計が企業会計となっております。水道事業会計の１ペ

ージ、２ページをお開きください。こちらが実施計画となります。この明細を

１７ページ以降に記載していますので、そちらで説明をいたします。

まず、収益的収入及び支出です。支出から説明いたしますので、１８ページを

ご覧ください。支出は、営業費用が４億２２９万９，０００円で、原水及び浄

水費では、１９ページ最上段の動力費で、電気代の上昇分を見込み、前年度と

比べ増額としております。

その下の配水及び給水費では、職員の人件費の減や委託業務が減ったことによ

る委託料の減を見込んでいます。

２０ページは、事務処理に要する経費であります総係費、そのほか減価償却費、

資産減耗費を計上しております。

２１ページの営業外費用１，６２９万１，０００円は、企業債の支払利息、漏

水還付金、そして消費税納付金でありまして、前年度と比べ建設改良工事が増

えたことにより、消費税の納付金が約４００万円減額となる予定でございます。

１７ページにお戻りください。収入は、営業収益が３億３，４４６万７，００

０円、うち水道料金は３億２，３３３万６，０００円で、年間の使用水量が減

少すると見込まれることから、前年度と比べ３４１万１，０００円の減として

います。営業外収益は９，５８２万３，０００円、主なものは、長期前受金戻

入が８，６０６万７，０００円、水道加入分担金８４８万円などでございます。

次に、資本的収入及び支出です。２３ページの支出から説明をいたします。建

設改良費は、冒頭の業務の予定量に記載している事業などで１億２，０１３万

６，０００円、固定資産購入費は、令和５年度から実施する予定としておりま

す八反田水管橋更新工事のための右岸側用地購入費で１００万円、企業債償還

金は、９月に償還が終了する企業債があることから、前年度と比べ約４６０万

円減の３，９８６万４，０００円を計上しております。

２２ページにお戻りください。

資本的収入及び支出の収入です。工事負担金は、給水工事の負担金１，０２５

万４，０００円、固定資産売却代金は、今後利用見込みのない旧田口加圧ポン

プ場の土地を売却する予定で、その売却代金１００万円を計上しております。

なお、議案第２０号資料１ページからは、それぞれの積算内訳などを記載した

ものを添付しておりますので、ご参照ください。

予算に関するその他説明資料としましては、３ページが予定キャッシュ・フロ

ー計算書、４ページから６ページは給与費明細書、８ページは令和３年度の予

定損益計算書、９ページからは令和３年度末の予定貸借対照表、１３ページか
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らは令和４年度末の予定貸借対照表をお示ししていますので、それぞれご参照

ください。

以上、議案第２０号の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第２１号、令和４年度福崎町工業用水道事業会計予算につい

て、ご説明申し上げます。

議案の次のページをご覧ください。第２条、業務の予定量ですが、給水事業所

数は２９事業所で、前年度と同数、年間給水量は５７万６，０００立方メート

ル、前年度比２万８，０００立方メートルの減、１日平均給水量は１，５８０

立方メートルで、前年度比７０立方メートルの減としております。

建設改良事業では、中播消防署西側の七種川を横断する水管橋が老朽化してい

るため、耐震詳細診断を実施し、更新についての検討を行います。

中段、第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の工業用水道事業収益が

４，７１０万円で、前年度比０．９％の増、支出の工業用水道事業費用は４，

３２０万円で、前年度比６．７％の減を見込んでいます。

第４条の資本的収入及び支出は、２ページになりますが、資本的収入はなく、

資本的支出は３，４８０万円としています。前年度と比べて支出が大きく増え

た要因は、先ほど説明いたしました七種川水管橋の診断を実施することによる

ものでございます。

１ページに戻っていただきまして、資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額３，４８０万円につきましては、第４条括弧書きに記載のとおり、過年

度分損益勘定留保資金で全額補塡するものとしています。

２ページです。中段、第５条は一時借入金の限度額、第６条は予定支出の各項

の経費の金額の流用、第７条は議会の議決を経なければ流用することができな

い経費について、それぞれ記載のとおり定めるものです。

次に、予算の内容について説明いたします。予算に関する説明書の工業用水道

事業会計１、２ページをお開きください。実施計画となりますが、説明につき

ましては、１７ページ以降の明細書で説明をいたします。

まず、収益的収入及び支出です。支出から説明いたしますので、１８ページを

ご覧ください。支出は、営業費用が４，１７４万円、主なものは、送水及び配

水費では、修繕費で新町水源地の送水ポンプの修繕工事を予定しています。そ

の下の動力費では、電気代の上昇分を見込み増額としています。次の１９ペー

ジでは減価償却費などを計上しています。営業外費用は１４６万円で、前年度

と比べ約１８０万円の減となっています。この要因は、最下段の消費税が建設

改良工事の増によりまして納付から還付になったことによるものでございます。

次に、１７ページにお戻りください。収入でございます。営業収益は３，６０

０万円で、水道料金は、前年度と比べ２６万円減の３，５７４万円を見込んで

います。営業外収益は１，１１０万円で、長期前受金戻入が主な収入となりま

す。

続きまして、２０ページの資本的収入及び支出です。収入はありません。支出

は、建設改良費で七種川水管橋の耐震詳細診断、固定資産購入費では、新町水

源地に災害時の備えとして非常用電源装置を設置する予定としております。企

業債償還金は元金の償還で８３７万４，０００円を計上しています。

なお、議案第２１号資料では、それぞれの積算内訳などを記載したものを添付

しておりますので、ご参照ください。

予算に関するその他説明資料としましては、３ページが予定キャッシュ・フロ

ー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページが令和３年度の予
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定損益計算書、９ページからは令和３年度末の予定貸借対照表、１３ページか

らは令和４年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご参

照ください。

以上、議案第２１号の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第２２号、令和４年度福崎町下水道事業会計予算について、

ご説明申し上げます。

議案の次のページをお開きください。

第２条に定めた業務の予定量は、接続件数５，８１０件、前年度比４０件の増、

年間総処理水量は２４５万９００立方メートルで、前年度比９万８，０００立

方メートルの減、１日平均処理水量は６，７２０立方メートルで、前年度比２

６０立方メートルの減としています。

主な建設改良事業は、ストックマネジメント計画に基づく福崎浄化センター膜

カートリッジの更新工事、及び老朽化しましたマンホールポンプ通報装置の改

築工事を実施する予定としています。内水対策としまして、川すそ雨水幹線工

事並びに直谷第２雨水幹線工事の延伸整備などを予定しております。

議案第２２号資料８ページ、９ページに位置図を添付しておりますので、ご参

照ください。

第３条は、収益的収入及び支出です。下水道事業収益は９億４，０００万円で、

前年度比３１％の減、下水道事業費用は１０億５２０万円で、前年度比２５．

３％の減としています。また、下水道事業基金の取崩しは、減価償却費及び支払

利息に充て、受取利息を基金に積み立てるため、３条に補記しております。なお、

支出が収入を上回っていますが、この赤字については過去に一般会計から繰り入

れて留保した資金約８，２００万円を一旦精算するため、収入において繰入金で

調整したことによるものでございます。

第４条は、資本的収入及び支出で、２ページをお願いいたします。資本的収入

は６億２，９７０万円で、前年度比５％の減、資本的支出は１０億４，２１０

万円で、前年度比３．８％の減を見込んでいます。

１ページにお戻りください。資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額

４億１，２４０万円は、括弧書きに記載のとおり、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額２，１０２万６，０００円、過年度分損益勘定留保資金

３，５６２万２，０００円、当年度分損益勘定留保資金３億１，０１５万６，

０００円及び繰越利益剰余金４，５５９万６，０００円で補塡するものとして

います。

２ページです。第５条は、債務負担行為を設定するもので、内容は農業集落排

水処理施設保守点検清掃業務について、令和５年度からの２年間、限度額３，

５８０万円と定めます。

第６条は、企業債の目的、限度額などで、上段は下水道事業債、下段は資本平

準化債について、限度額、方法、利率、償還方法をそれぞれ記載のとおり定め

るものでございます。

第７条では一時借入金の限度額、３ページ、第８条は予定支出の各項の経費の

金額の流用、第９条は議会の議決を経なければ流用することができない経費、

第１０条は利益剰余金の処分、第１１条は棚卸資産購入の限度額について、そ

れぞれ記載のとおり定めています。

次に、予算の内容について説明いたします。予算に関する説明書の１、２ペー

ジが実施計画となっておりますが、説明につきましては、２０ページ以降の明

細書で説明をいたします。
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まず、収益的収入及び支出の支出から説明いたしますので、２１ページをお開

きください。

下水道事業費用は、営業費用が８億８，８９４万２，０００円で、前年度と比

べ約３億３，０００万円の減となっています。主な要因は、２３ページの資産

減耗費が３億２，０００万円減となったことによるものでございます。これは

工業団地の汚水管閉塞による固定資産の除却費で、令和３年度は残存価格が多

く残る企業団地側の汚水管を中心に閉塞工事を行った結果、除却費が大きく増

えました。令和４年度は工業団地側の汚水管を閉塞する予定で、設置から年数

が経過している資産のため、除却費も減少しています。そのほか２１ページは

管渠費、ポンプ場費、処理場費などの維持管理に要する費用、２２ページでは

業務費、総係費などの事務処理費用、２３ページは減価償却費と、先ほどの資

産減耗費を計上しています。

また、営業外費用は１億１，６２５万８，０００円で、企業債利息や消費税納

付金、漏水還付金などを計上しています。

次に、収入です。２０ページをお願いします。下水道事業収益は、営業収益が

４億２，４５５万８，０００円、下水道使用料は、接続件数が順次伸びている

ことから、前年度当初より３３５万４，０００円増の３億９，８５０万８，０

００円を見込んでいます。一般会計からの繰入れについては、総務省繰出基準

に基づくものを負担金、基準外の経費に対するものを補助金として、営業収益

及び営業外収益でそれぞれ受け入れます。繰入額は前年度と比べて全体で約１

億円減少しています。営業外収益は５億１，５４４万２，０００円で、前年度

と比べ約４億２，０００万円の減となっています。これは支出の資産減耗費が

減少したことにより、長期前受金戻入が約３億２，０００万円減少したことが

大きな要因となっています。そのほか、消費税還付金などを営業外収益で受け

入れます。

続きまして、資本的収入及び支出です。支出から説明いたしますので、２５ペ

ージをお開きください。

資本的支出です。建設改良費は４億４，０００万１，０００円で、冒頭、業務

の予定量で説明申し上げました各事業などに要する需用費や人件費を、管路整

備費、管路改良費、雨水の管路整備費及び２６ページの処理場改良費として計

上しています。固定資産購入費は非常時のための予備ポンプ購入費、企業債償

還金は元金の償還予定額５億９，３８７万１，０００円で、前年度と比べ、僅

かに増となっております。

続いて、収入です。２４ページにお戻りください。資本的収入は、建設改良事

業に係る企業債や社会資本整備総合交付金の国庫補助金、新規ます設置に伴う

各負担金などを計上しています。また、一般会計からの繰入れについては、資

本費平準化債を借り入れても、なお不足する額を出資金で受け入れます。

その他の予算に関する説明書につきましては、３ページが予定キャッシュ・フ

ロー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページからは令和３年

度の予定損益計算書、９ページからは令和３年度末の予定貸借対照表、１５ペ

ージからは令和４年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞ

れご参照ください。

以上、議案第２２号の説明とさせていただきます。３議案ともよろしくご審議

賜り、ご賛同いただきますようお願いを申し上げます。

日程第２５ 議案第２３号 福崎町道路線の廃止について
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議 長 日程第２５、議案第２３号、福崎町道路線の廃止についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

まちづくり課長 議案第２３号、福崎町道路線の廃止について、ご説明申し上げます。

当議案は、道路法第１０条第３項の規定によりまして、福崎町道路線を別紙の

とおり廃止することについて議会の議決を求めるものでございます。

議案別紙をご覧ください。

廃止いたします路線、４級８５０号線です。路線の位置等につきましては、議

案第２３号説明資料をご覧いただきたいと思います。本路線は桜区内の道路で、

起点は高岡字竹之後１４０３番２地先から、終点は高岡字東山上１９５６番１

９地先まででございます。こちらの路線は、現在、兵庫県において実施されて

います高岡福田地区のほ場整備区域内、こちらにおきまして認定されています

路線でございます。事業の進捗によりまして、道路形態がなくなっております

ので、今回廃止するものでございます。

なお、新たな町道の認定につきましてですが、事業完了後になると思われます

が、改良区や地元区と調整を行いながら検討していきたいというふうに考えて

おります。

以上、議案第２３号、福崎町道路線の廃止についての提案説明とさせていただ

きます。よろしくご審議いただき、ご賛同賜りますようお願いいたします。

議 長 以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。次の定例会２日目は、３月８

日火曜日、午前９時３０分から再開いたします。

本日はこれにて散会いたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時５１分


